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土壌のミネラルバランスが トウモロコシの収量及びミネラル組成に及ぼす影響
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1 は じ め に

サイレージ用 トウモロコンの連作畑では堆厩肥の多量還

元により,土壌養分はカリ過剰に基づく塩基バランスの不

均衡化がみられ,収量や飼料価値の低下が懸念される状況

にある。飼料作物における適正な土壌塩基状態については

従来からの基準値
8)があるもののトウモロコンの収量確保

の上からは必ずしも適合していない面もある。

そこで, トウモロコンに対する適正な土壊 ミネラフィ
バラ

ンスを明らかにするため,土壌のミネラルバランスとトウ

モロコシの収量及びミネラル組成の関係について検討した。

2試 験 方 法

0)試験場所 :青森畜試試験圃場 (前歴は採草地)。

9)試験処理 :対象とした土壌 ミネラル比はMg/K

(me)及びK/Ca+Mg+K(me)と し,それぞれ表 1

に示すように苦土比系列,カ リ比系列とした。処理区にお

けるミネラル設定値は主にK20施用量によったはか, 3

年目の標準区は苦土比系列,カ リ比系列それぞれ Mg05 4

kg/10a,Cao90聴 /10aを施用することにより調整した。

なお,試験は4カ 年の連作条件とした。

表 1 試験処理

K/Ca+Mg+K(me)が 70,0012で あった。

3 試験結果及び考察

(D 土壌塩基の経年的推移及びミネラル比

置換性塩基含量及び土壌 ミネラル比の経年推移を表 2に

示した。カリ比系列及び苦土比系列とも置換性カリ含量は

カリ増施に伴い増加した。また,経年的には全般に増加傾

向を示し,施肥カリ量が最も少ないカリ比系列の標準区に

おいても増加傾向にあることから,堆厩肥からのカリ供給

量が大きいことが示唆された。一方,置換性石灰含量は苦

土比系列の過剰区で低含量を示し,経年的には各区とも総

じて置換性石灰は減少する傾向で推移した。このような石

灰成分の減少は置換性カリ含量が高水準にあることから,

石灰とカリの置換により流亡したためと考えられる。これ

に対 し,置換性苦土含量は施肥カリ量との間に一定の傾向

はみられず,経年的に横ばいから増加傾向で推移した。

土壌のMg/K(me)は 作物の苦土欠乏との関係から

10以下で欠乏症がでやすいとされており
の,K/Ca+Mg

+K(me)に ついては著者らは収量面から0016～ 0060

が適正な範囲
1)と
区分 した。 しかし,K/Ca+Mg+K

(me)の上限については例数が少ないため,暫定的な指標

としている。本試験でのミネラル比は表 2に みられるよう

に必ずしも目標とした設定値とならなかった。設定値は主

に施肥カリ量で調整したものの,こ のように値が異なった

ことは堆厩肥 8t/10aの連用条件では堆厩肥からの石灰 ,

苦土及びカリの供給能がそれぞれ異なることが影響したた
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0)施肥量 :堆厩肥施用量は8t/10a/年 ,N及びP,06

は各々8,10kg/10aと した。また,作付け 1年目におい

ては全区に炭カル128kg/10a,よ うりん100kg/10aを 施

用した。

14)試験前の土壌塩基含量 :土壌は十和国―八甲日系腐

植質火山灰土壌で 0～ 15伽部位の塩基含量はCaO,MgO.

K20がそれぞれ299,191,6 4mg/100gで M&/KGじ ,

Mg/K
12
08 表 2 置換性塩基含量及び土壌 ミネラル比の経年推移

置換性K20 多量区 39 90 48147 39 35 34 69
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めと推察される。

2)土壌 ミネラル比と収量の関係
風乾収量を表 3に示した。苦土比系列では作付け 1年目

の土壌カリ含量が収量を維持する上で不足状態。にあった

ためカリ多肥状態で増収したが,2年目以降は置換性カリ

含量が高水準で推移したことから,カ リ増施により減収す

る傾向を示した。特にこの傾向は困順天候年となった作付

け2年目において顕著であった。これに対し,カ リ比系列

は各区の収量がほぼ同等であり,収量に及ぼす土壌 ミネラ

ル比の影響は判然としなかった。これは苦土比系列よりも

置換性カリ含量が低水準なことと,3年目までは土壌カリ

比が比較的小さい値であったことが原因と考えられる。

表 3 風乾収量

吉凱  多量区 2,馴O⑮  ム瓢(的  1,9“(D L蜘(981 L"6(lm)
爛 区 2.邸(lD l,m(891 1圏 (鳴  L鰤(D L"0(9
群 区 2,101(ll1  1,814(1∞ ) 2,1"(1∞ ) 2,011(1∞ ) 2,019(100)

カリ比 多量区 2,120(101) 1,譴 1(1∞) 2,013(95) 2,皿 (104) 2.015(100
馴 区 2圏 (D l,81(lm)2.虚 (9 2.晰 (9 2,田 7(10D

注 ()内 は標準区を100と した収量指数

苦土比系列の土壌ミネラルと収量の関係は表 4に示すよ

うな有意な二次式で表された。ただし,4年目の土壌カリ

比が各区とも018と極めて大きかったことから,上壌カリ

比による収量への影響が考えられたため4年目の成績を除

外した。関係式から,最高収量の10%減となる限界濃度 ')

を示す土壌のMg/K(me)比 は08であることが判明し
た。

3)ト ウモロコンのミネラル組成と土壌 ミネラル比の関
係

カリ増施は両系列ともトウモロコシ茎葉のK濃度を増加

させ,Mg濃度を低下させる傾向を示した。しかし,Kと
Caとの関係は系列によつて異なり,一定の傾向が認めら

れなかった。一方,子実のミネラル組成についはカリ増施

の影響が判然としなかった。家畜のグラステタニー症発生

表4 土壌のミネラル比と収量及び茎葉のK/Ca+M

の指標とされるK/Ca+Mg(me)比 はカリ増施により
高まる傾向を示したが,作物体全体では危険水準とされる

22以下であった。茎葉部ではカリ増施によりK/Ca+
Mg(me)比は22を越えたことから,土壌の苦土比及び
カリ比と茎葉部のK/Ca+Mg(me)比 との関係につい
て検討した結果,表 4の関係式が得られた。これらの式か

ら,茎葉のミネラル比を22以下に保つための苦土比は約

2以上,カ リ比は006以下が必要なことが示された。前述

の収量及び作物体のミネラル組成を考慮したこれらの値は

石灰及び苦土施肥の必要性の判定及び施用量を設定する上

での1旨標に利用できると考えられる。

4 ま と め

トウモロコシの収量及びミネラル組成に及ぼす適正な土

壌のMg/K(me),K/Ca+Mg+K(me)に ついて

検討した。

収量維持の面からみると,土壌のMg/K(me)|ま 08
以上とすることが必要であったが,K/Catt Mg+K
(Ir.e)については判然としなかった。また, トウモロコン

茎葉部のミネラル組成からはMg/K(me)(ま 2以上,K
/Ca+Mg+K(me)は 006以下とすることが適正と判
断された。
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